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貯 法：室温で保存してください．
使用期限：包装に表示の使用期限内に使用してください．

本剤を牛腟内に挿入すると血液中エストラジオールは速やか

に上昇後低下し，血中プロゲステロン濃度は持続的に高濃度

を維持します．本剤除去後，プロゲステロン濃度は急速に低

下して発情を誘起します．エストラジオールは発情及び受胎

性の向上に寄与します．本剤はらせん形であり，腟内にしっ

かり保持されます．プロゲステロン及びエストラジオールは

天然型のホルモンであり，本剤による血液中濃度は生理的濃

度を超えません．

【組成・性状】

【効能・効果】
牛：発情周期の同調

【用法・用量】
薬剤の挿入：本剤 1 個をとり，あらかじめ消毒した挿入器

の先端部に産道粘滑剤を塗布し，本剤を装着します．牛の外

陰部を消毒した後，本剤を装着した挿入器を子宮頸管部に達

するまで静かに腟内に挿入します．挿入器を操作して本剤を

腟深部に留置し，外陰部から延びた紐を残して挿入器を引き

抜きます．

薬剤の除去：本剤を12日間腟内に留置後，外陰部から露出し

ている紐を引いて腟より本剤を引き抜きます．なお，外陰部

から紐が露出していない場合は，直腸検査により本剤を確認

し，手で引き抜きます．

＜休薬期間＞

なし

【使用上の注意】
1. 一般的注意

（1）本剤は，定められた用法・用量を厳守してください．

（2）本剤は，効能・効果において定められた適用にのみ使

用してください．

（3）留置期間は12日間とし，それ以上は継続して使用しな

いでください．

（4）本剤は要指示医薬品であるので獣医師の処方せん・指

示により使用してください．

2. 使用者に対する注意

（1）本剤はホルモン剤であるので，扱うときは手袋を着用

してください．

（2）使用した後，あるいは使用者の皮膚に付着した時は，

石けんでよく洗ってください．

3. 対象動物に対する注意

（1）制限事項

1）性成熟に達しない若齢牛には使用しないでください．

2）生殖器に先天性あるいは感染性の異常が認められる

牛には使用しないでください．

3）妊娠牛には使用しないでください．

4）分娩後40日を経過しない牛には使用しないでください．

5）栄養状態が不良で正常な発情周期を営めない牛には

使用しないでください．

（2）副作用

1）本剤の使用により，軽度の腟炎や腟粘液の白濁化及

び漏出が認められることがあるが，通常発情発現日

あるいは本剤除去後 2～ 3日で回復します1，2）．

2）本剤の使用により，一過性に異物感から背丸め動作

や尾根部持ち上げ動作を認めることがあるが，挿入

翌日には回復します1）．

4. 適用上の注意

（1）本剤使用中の牛を食用に供する目的で出荷するときに

は，出荷前に薬剤を除去してください．

（2）通常，本剤除去後 4 日以内に発情徴候が発現するが，

疾病牛，栄養不良牛及び過度のストレスを受けている

牛では効果が得られないことがあります．

（3）本剤除去後 4 日以内に発情が認められず再使用する

場合は，本剤除去後の発情発現を確認した後，使用し

てください．

（4）本剤留置期間中に薬剤が脱離することがあり，薬剤が

脱離した場合には残余の期間，新しいものを再投与し

てください．

（5）本剤の投与には専用の挿入器を使用してください．

5. 取扱い上の注意

（1）本剤は開封後速やかに使用してください．

（2）使用後の本剤は環境汚染等のないよう焼却等適切な処

分を行なってください．

16消安第4918号承 認 番 号

2004年12月販 売 開 始※

プリッド テイゾー販 売 名

1個中 日局 プロゲステロン1.55g
日局 安息香酸エストラジオール0.010g成分・含量

外 形

① スパイラルストリップ部
② 小孔
③ カプセル部
④ 紐
⑤ 紐取り付け部

※
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動物用医薬品

※2005 年 10 月改訂（第 2 版）
2004 年 9 月作成

要指示医薬品
腟挿入プロゲステロン・安息香酸エストラジオール配合剤
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6. 保管上の注意

（1）小児の手の届かないところに保管してください．

（2）本剤の保管は直射日光，高温及び多湿を避けてください．

7. その他の注意

本剤の有効成分であるプロゲステロンには発ガン性を示

唆する報告があります．

【薬 物 動 態】
1. 血漿中プロゲステロン濃度

卵巣を摘出した雌牛における本剤留置時の血漿中プロゲ

ステロン濃度は投与後速やかに上昇し，4 日目まで約

3ng/mLを維持するが，その後低下し，除去時（12日目）

まで約 2ng/mLを維持し，除去後30分以内に 1ng/mL未

満の挿入前濃度に低下した3）．

2. 血漿中エストラジオール濃度

卵巣を摘出した雌牛における本剤留置時の血漿中エスト

ラジオール濃度は挿入後速やかに上昇し，挿入後150分

に 6 ～ 7 pg/mLに達するが，3 日目には低下し始め，6

日目には 1 ～ 2 pg/mL未満の挿入前濃度に低下した3）．

【薬 効 薬 理】
1. 本剤を雌牛の腟内に挿入すると，スパイラルストリップ

部からプロゲステロンを放出し，12日間留置期間中，発

情周期中の黄体期における血漿中プロゲステロン濃度を

維持し，発情及び排卵を阻止します4，5）．

2. カプセル部から安息香酸エストラジオールが迅速に放出

して黄体退行と新たな黄体形成を阻止し6～8），卵胞発育

ウェーブを制御します9）．

3. 本剤は挿入時の発情周期の時期に影響されず，除去後 4

日以内に安定した発情同調効果が期待でき4，5，10），発情発

現時の人工授精及び胚移植により自然発情時と同様に正

常な受胎率を確保します5，6）．

【臨 床 成 績】2）

【残 留 性】
本剤挿入後の血漿中及び乳汁中プロゲステロン濃度及びエス

トラジオール濃度推移は発情周期における生理的濃度範囲を

超えないため，休薬期間を設定する必要はありません11）．

【有効成分に関する理化学的知見】
（1）プロゲステロン

一般名：プロゲステロン

Progesterone［JAN］

化学名：Pregn-4-ene-3，20-dione

分子式：C21H30O2
化学構造式：

分子量：314.46

融 点：128～133℃又は120～122℃

性 状：白色の結晶又は結晶性の粉末で，においはない．

メタノール，エタノール（95），エタノール

（99.5）又は 1，4-ジオキサンにやや溶けやすく，

ジエチルエーテルにやや溶けにくく，水にほと

んど溶けない．

（2）安息香酸エストラジオール

一般名：安息香酸エストラジオール

Estradiol Benzoate［JAN］

化学名：Estra-1，3，5（10）-triene-3，17β-diol 3-benzoate
分子式：C25H28O3
化学構造式：

分子量：376.49

融 点：191～198℃

性 状：白色の結晶性の粉末で，においはない．アセト

ンにやや溶けにくく，メタノール，エタノール

（95）又はジエチルエーテルに溶けにくく，水

にほとんど溶けない．

【包 装】
10個

【主 要 文 献】
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【文献請求先】
あすか製薬株式会社 アニマルヘルス部

〒108-8532 東京都港区芝浦二丁目 5番 1号

受胎率発情発現率
（除去後 4日間）

12日間
留置

胚移植人工授精

69.2％
（9/13頭）

45.7％
（29/61頭）

86.8％
（105/121頭）

※

製造販売元

製 造 元

※

セバサンテアニマル（フランス）
CEVA Sante Animale
La Ballastiere－B.P.126－33501 Libourne｀�
Cedex - France
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図1. プリッドテイゾーアプリケーターの構造
a : 保持ハンドル d : 丸型フック
a’: 引き金ハンドル e : カギ型フック
b : 安全ロック f : 先端部
c : リングストッパー

－3－

【プリッドテイゾーアプリケーターの操作法】

図2. アプリケータの保持ハンドル（a）を持ちます．
安全ロック（b）を上に押しながら外します．

図3. 引き金ハンドル（a’）を引いておきます．

図4. 製剤の紐がつながっている穴（紐は伸ばしておき
ます）を丸型フック（d）のところに装着し，引き
金ハンドル（a’）をもどします．その際，製剤の
後ろがリングストッパー（c）によって挟まれてい
ることを確認します．必要であればリングスト
ッパー（c）を前へ押しながら製剤を強く挟むこと
もできます．

図5. アプリケーターの先端部（f）を回しながら，二つ
の金属製フック（丸型フックdとカギ型フックe）
が一直線になるようにしておきます．アプリケ
ーターの先端部（f）は一方向にのみ回ります．製
剤のカプセルの隣の穴をカギ型フック（e）に引っ
掛けます．

a
a

b

c d e f
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図6. 先端部（f）のみを持って，製剤を回る方向へ回し
て，製剤を強く巻きます．この作業中，引き金
ハンドル（a’）を引かないようにしてください．

図7. 製剤をアプリケーターに強く巻いたら安全ロック
（b）をかけます．製剤とアプリケーターの先端に
潤滑剤を塗ります．紐がアプリケーターの上で
乱れないように注意してください．

図8. 牛の外陰部を消毒した後，アプリケーターを静
かに腟内に挿入します．

図9. アプリケーターが腟内の子宮頸管部まで到達した
ら安全ロック（b）を外し引き金ハンドル（a’）を引
くと，製剤が腟内で解放されます．解放後，ア
プリケーターの引き金ハンドル（a’）を引いたま
ま，時計回りに 4分の 1回転させ，ゆっくりと取
り出せば製剤だけが腟内に残ります．必要があ
れば腟から出ている紐を短くすることも可能で
す．

ハンドルを引いたまま、�
ゆっくり取り出す�

時計回りに�
4分の�1回転�


